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malathioninitsemulsif王ableconcentrateswere

investigated and the fo一lowing resu一tswere

obtained.

1. TIledecompositionwasnotfemarkably

influenced by moistureat0.5,0.'orless,but
becameappreciableat1,Q.'ormore.I
2. When malathion was formulatedwith

polyoxyetllylenemonooleate,thedecomposition

didnotdifferremarkablyatPfI2.7or4.5.but

became remarkableat7.3 (in 5% aqueous

emulsionofemulsifier).

3･ Theextentofthe decomposition was

greatlyinfluencedby thedifferentemulsifiers

andfoundtobeslight, whenpolyoxyethylene

monooleate, Sulfatedcastoroil, orp61yoxy･

ethylenealkylphosphatewasusedasemulsifier･

4. Metalpowdersandantioxidants. when

they were added to malathion eznulsiGable

concentrates,had,noremarkableeffectsonthe

decompositionofmalatllion.

'5. Whenmaleicanhydride,dlethylmateate,

p-tolenesulfonicacid,sulfosalicylicacid,citra-

conicanhydrideandtriphenylphosphatewere

addedtomalathionemulsifiable:concentrates,

theextentofthedecompositionwasdecreased･
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-40.AIethylPamlhi.n粉剤の分解防止剤につし､て (そ の2) 右横燐殺虫剤の化学的研究

節12報 後藤真皮 ･牢田一郎 ･佐藤六郎 (良林省良薬検査所)34.10.29受理

前掛こひ.きつづきmethylparathion粉剤の分解防止瓢 こついて,その添加虫,組合わせ,混合方

法などについて研究した.有機酸は多丑に使用するとかえって分節防止効果が減退するが,esterで

はこの現象はみられない.2位の防止剤を混合使用しても,混合の項序をかえても,防止効果に大差

はない.大部分の carrierに対しては,fattyacid,Sulfonicacid,esterなどを 1-2%窮加する

のが適当である.

前報1)において,methylparathion粉剤に ben-

zenesulfonicacid,fattyacid,esterなどを添加

すると,主剤の分解を抑制しうる乳 及びその抑制蹟

梢は,carrierの塩基をおさえるものである事を報告

した.その後更に,防止剤の添加丑,組合わせ,混合

方法などについて実験を行ったので,その結果を報告

する.

分解防止剤の検索

各軽の有機取,alcohol,aldehyde,ketone,ester

･'GJよび各控界面活性剤について分解防止効果を検討し,

fatty.acid･ benzenesulfonic･acid, alcoho一,

triphenylphosphate,dlethylrnaleateおよび,陰イ

オン界面活性剤が有効である郡を融和に碓告したが,

-その改変に若干の有機物,知機物について試験を行っ

ナこ.

粉剤 の調製は防止剤の混合 を充分よくするため

coating法によった.●即ち, 添加剤および methyl

parathion を carricrと等虫の etherにとかし,

carrierとよくまぜ,室温で数時間放田した.Ether

が蒸発した後,よく投拝してその一部をガラス斑中に

とって密栓し,50oCの恒温怒中に保存し,一定期間

後その一部をとってp-nitropllenOl法によりmethyl

parathionを定出し,分解率を算出した.

結果は節1宏に示す迫り,既に報告したもの以夕日こ

は特に有効な ものはみつからなかった二第2-21で

primaryalcoholが皮も効果があり,tertiaryalcohol

はほとんど効果がない事は,一見 alcoholが酸化抑

制剤として軌 ､ているようにもみえるが,_酸化力がほ

とんどなく,懲素の有紐が分解にあまり彫響しないタ

ルクCにおいても同じ憤向がみられるので,何か他の

原因によるものと思われる.

勲モ機矧ま0.5%ではほとんど彫蟹がないが (第3表)

2% 以上添加すると分解を著しく促進する.

分解防止剤の添加丘

添加盛をました場合効果がどうかわるか,又,1柾
獄の防止剤で methylparathion の分解を完全にお

さえうるかどうかを,前項と同様な方法で枚討した.

節4表に示すように,防止剤の添加塁をましていく
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と分解防止効果もますが,その程度は添加丘に比例し

ない.また,､ある添加員で効果が最高に透し,それ以

上藍をましても効果があがらない場合がある.この点

を更に詳しくみると, タルクに対しては fattyムcid

を 0.04mol/Kg添加した場合分解率が最小で,それ

以上虫をふやすと,むしろ分解率は増加する (第5表).

しかしesteTではこのような現象はみ られず

Ldiethylmaleateや triphenylphosphateを多良に加

えれば,methylparathionの分解はほとんど実験誤

差の範囲内となる (第6̀表).

Tablel･ Decompositionofmethylparathi
･on in′dust formulationcontaining org.
substances,storedat50oC.

Ta一cF IAcidclayA

W｡lek we2ekskelek we2eks

Hydroquinone l%

ク 2%

0 4%

Meto1 1%

Na-thiosulfate ク

Acetaldehyde //
Butyladehyde //
V.Ⅰ.P. ク

Ligninsulfonate
A ク

ク B ク

Sulfur ク
D.h4.T.P. ク
BHC ク
Paraffin ク
Vaseline ク

None

% %
9.1 17.4
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又,酸姓白土に対しては p-tollleneSulfonicacid

2% 加えると効果が極大となる. (第7表)alcohol

ではその橿環により添加塁と効果との関係がまちまち

で,一般的幌向がみられなく,ある添加塵ではかえっ

て分解を促進する.

2種の防止剤を組合わせた場合

1軽類の防止剤の添加塁をましていくと,効果に極

大を生じて主剤の分解を完全におさえきれない事があ

る.これは methylparathion の分解機構が数担あ

り,1柾現の防止剤では抑制しきれないためであると

も考えられるので,2軽の防止剤を組合わせて,前項

と同じ方法で試験した.

第9表のように,タルクに capTylicacid を 1%

添加すると防止効果は最大となり,2% 加えても効果

はまきない.

そこで caprylicacid1% に他の防止剤 1% を組

合わせてみたが diphenyl以外はcaprylic_acid単独

とくらべて効果がまきず,むしろ減少する場合もある.

顧性白土では p-tolue!leSlllfonicacid1% に他の

防止剤を加えても効果に大差はない (第10表).

従って,これらの防止剤によって抑制されている分

解要因は大体1種規であり,酸や esterによって抑

制されるところからみて,それは caTrerの塩基であ

ろう.そして,有機取の分解抑制効果に極大が生ずる

のは,.本実験の保存温度がかなり高いので,酸を多量

に加えた場合,酸によりmethylparathionの異性

化が促進され より不安定な S一me血ylisomerが生

じたためであると思われる.

混 合 順 序

.分解防止剤の効果をますためには,主剤を混合する

前にあらかじめ,防止剤と C号rrierを混合して糾 ､

た万がよいように思われる.しかしこれは,粉剤製造

Table 2. Decompositionofmethylparathionindustformulation
containingstabilizers,storedat50oC.

ClayH I Talcc

1week 2weeks 1week 2weeksl1week 2weeks
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Tab一e3. Decompositionofmethylparathionindustformulation
containinginorg.substances,storedat50oC.

Quartzeit l TalcC I CIayE
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Table4.Decompositionofmethylparathion
三m dustformulation containillg Various

TaleF IAcidclayA
Stabilizer

Triphenylphosphate
-0.5%
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ク 2.0
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の工程を1つふやすことになるので,実用的には主剤

と防止剤を同時に carrierと混合する方がのぞましい･

そこで混合噸序が安定剤の効果とどの鑑定開拓があろ

かを検討した.

即ち,防止剤又は methylparathion を ether

coating した carrierを密栓して,室温又は･50oC

に 1-4日保存したのち,これに methylpara血ion

または防止剤を加え,coating法により粉剤を作出し,/

50oC に一定期間保存した後の分解防止効果を測定し

て,methylparathionと防止剤を同時にcarrierと

況合した場合の分解防止効果と比較した.

その結果は第11表のように,防止剤を先にまぜても,

metllylpafat】lionを先にまぜても,あるいは両者を

同時に混合しても,防止剤の効果にはほとんど差がな

い.従って,混合さえ充分に行えば両者を同時に

carrierと混じても実用上さしつかえないと患われる.

また,本実験では粉剤調矧こ-ethercoating法を採

用したが,機城的混合によっても同じような結果がえ

られる.従って,防止剤を添加する執ま工業的に実施

する際にも,それほど工程の負担にはならないであろ
ラ.

考 察

的報e･3)にのべ たように,粉剤中での methy1
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Table5･Decompositionofmethylparathiop
in dust formu一ation containing vat_ious
amountoforg.acid,storedat50oC.

CaTfief:TalcC ●

I--0.!kg % Iwelek Sk
4

eeWSJd

2

eeW

0.01･ 0.116

0.02 0.232

0.04 0.464

0.08 0.928

0.16 1.856

0.01 0.172

0二02 0.344

0.04 0.688

0.08 1.376

0.16 2.752

0.01 0.172

0.02 0.344

0.04 0.688

0.08 1.376

0.16 2.752

0.01.0.284

0.02 0.568

0.04 rl.136

0.08 2.272

0.16 4.544

0.01 0.282

0.02 0.564

0.04 1.128

0.08 2.256

0.16 4.512

0.01 0.104

0.02 0.208

0.04 0.416

0.08 0.832

0.16 1.664

% % %
10.4 13.6 21.0

6.0110.0 18.4

3.2 7.1 13.9

5.6 8.7 17.3

5.2 .ll.3 22.4

4.7 -9.4 16.0

4.5 ､6.7 12.7

3.8 5.8 12.0

4.5 7.7 14.4

6.0 10.8 22.1

5.5 6.2 14.6

5.6J 7.9 15.9

2.4 3.6 8.5

5.4 6.6 13.3

6.8 8.3 17.8

9.0 13.0 19.7

6.5 1LO 17.5

7.5 /9.5 17･5
3.4 5.7 9.4

3.1 4.4 8.3

6.7 9.3 16.5

5.8 8.4 15.3

3.6P.5.7 13.2

4.1 4.7 11.3

4.2 6.1 11.2

7.1 10.9 16.6

6.1 8.1 13.3

4.9 6.6 11.1

2.7 3.9 7.1

2.1 ･3.0 7.2

12.9 15.5 24.3

13.6 16.6 24.5

parathionの分解機構は,大部分 carrierの全塩基

(アルカ.)と田休塩基を含めT=)による加水分解であ

り,項 に酸化, 異性化を伴う機構も (ことに高配で

は)存在するように推察される.本報及び的報1'にの

べた分解防止剤の性啓に関する考察も又.この推定を

表づけるものである.即ち,2校の防止剤を混合して

も防止効果がまきない執 防止剤の効果が多くの

carrierに共通している寄手などは, これらの防止剤で

抑制されるmethylparathionの分解既椛が, 大部
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Tab一e6.Decompositionofmethylparathion
in dust formulation containing various
amountofester,stqfedat50oC.
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分の carrierに対してはその軽現にか わゝらず本質

的には同一なものである事を示している.防止剤とし

て効果のあるのは, fatty acid,benzene s叫fonic

acidなどの有機軌 diphenylphthalate, diethy1-

maleateなどのような加水分解をうけやすい estet,

tTiphenylphosphateなどの固陣塩基に吸着されやす

い esterである.有横髄は多塁に加えろと methyl
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Table7.Dec'ompositionofmethylparathion
王n dust formulation containing various
amountofstabilizer,storedat50oC.

Carz.呈er･.Acidc一ayA__

stabilizer I,e･,lwelek we:ks

parathionの異性化を促進するため,分節防止効果に

短大を生ずるが.esterではそのような現象はなく,

多坑に用いれば主剤の分解をはば完全におさえる郡が

できる.投合頓序が防止効果にあまり彫哲しない乳 ~

防止矧まcarr王erによるmetIlylparamionの吸若

にあまり彫響しない郡などは,防止剤の作用粒倍が町

に主剤と carrierの接触を物理的にさまたげるもの

だけではない事を示している.これらの事実から,粉

剤中の methylparathion の分解後椛の主要部分は

塩基による加水分解であるとみてよかろう. Carrier

問にみられる若干の防止効果の差は,carrierの安両

税の大小,表面構造OA差異,及び,髄化,異性化を伴

う機椛の関与する程度,などによるものであろう･な

お,alcollOlに?いては,その効果もあまり大きくな

く,添加塁と防止効果との間に一般的憤向がつかめな

いので,その作用尉符は他の防止剤と興るものとみら

れるが,実用には適さないであろう.diphenylは幻

などの重金属の触媒作用をおさえる餅さがあり,その

点で酸や esterとは異っている.

以上 軽々の点からみて実用的な分解防止剤として

は,有税懲又は ester,及びその混合物が最もよいよ

うに思われる.添加虫は,carrierの超群,価格,物

理性なども考えねばならないが,大体 1-2% が適当

であろう.乾性白土のように表面税の大きいキャI)ヤ

ーに対しては,やはり添加量を多くしないと充分な効

果がえられない.

以上の実験はいずれも併存温度 50oCで行ったので,

実際の保存条件での効果をみるため,鼓も実用に供さ

れている天然 carrier数理を用い,30ccで試験を行

った.結果は節12表に示すように, 大体前足すべき

防止効果をえている.しかし,やはり酸性白土や珪預

土などの表面税が大きく,無添加の分解率の大きい

ca.tier･では, この程庇の添加塁では分節を充分おさ

える串が因艶である.従って工業的製剤にあたっては,

先ず分解率のなるべく小さい Carrierを選んだ'上で,

これに少塁の防止剤を添加する事が望ましい.

最後に本実験に協力された関口苧男氏及び実験試料

を供給きれた各製造会社に謝意を表する･

)

ー

ノヽ

1

2

3

或: 献

後藤,年取 佐藤,防虫科学 24, 99(1959)･

佐藤,久保,防虫科学 24,93(1959).

佐曙,久搾,防虫科学 24,159(1959) ド
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Table8. Decompositionofmethylparathionindustformulation
containingvariousamountsofalcollOl,storedat50oC.

Alcohol lmol/kg %
ClayB I DriedclayB

2weeks Ilweek 2weeks
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Table9. Decompositionofmethylparathionindustformulation
containingtwokinds0fstabilizerS,Storedat50oC.

Carrier:Ta一cF.

stabilizerI LIweek 2weeksi stabi一izerTI I1-eek 2-ceks

Caply】icacid

ク

Caprylicacid

ク ､

Steaficacid

Mat-0nicacid

DiethylmaTeate

Tr王phenylphosphate

f･･Toluenesulfonicacid

Na-Benzenesulfonate

n･Butanol

tert-ButanoI

CetylalcoI10l

PfOpyleneglycoI

CyclohexanoI

Cyclohexanone

Butylaldellyde-

Dipheny1

PllenOI

None

ク

描
ク

妨

ク
均

ク

ク
ク

ク
ク

ク
ク

ク

ク
ク
ク
ク
ク

ク

簡1

8

4

2

2

0

3

8

3

1

7

4

6

3

8

7

3

6

8

0

8

5
.
4
.
EJ
.5
1m

8

tl
,03
12
.
16
.
1乙

訟

m

1L

14.
m

14
.
乱

m

a

汲

形,
6

5

5

4

7

9

9

2

0

1

6

1

4

9

7

1

3

4

5

6

4

1

1

2

2

4

4

2

5

6

8

9

3

6

3

6

5

6

1

4

3

3

1

1

1

1

Ⅰ十Caprylic acid

ク
ク

ク

ク
ク

ク

ク
ク
ク

ク

ク

ク
ク
ク

形2

8

0

6
,5

5

1

5

0

1

5

4

3

6

6

5
.
6
.
5
.
4
.
5

L.5
tJ
4
.
7

汐

m

10
.
5
.
乙

1

＼

%7

9

4

5

9

7

5

5

3

5

6

0

8

9

8

1

2

1

1

1

1

2

1

2

8

8

4

1

0

3

TabTe10. Decomposit王onofmethylparathionindustformu一ation
containingtwokindsofstabiliヱerS,Storedat50oC.

Carrier:AcidclayA.I

StabiliZ:erI Ilweek 2weeksI Stai1iZerII
IIweek 2-eeks

p-Toluenesulfonicacid
ク
ク

V

Caprylicacid

Malonicacid

Diethylmaleate

Triphenylphosphate

Na-Benzenesulfonate

n-Butanol

Eel.t･ButanoI

Cetylalcohol

PropyleneglycoI

CycloIleXan01

Cyclohexanone

Butylaldellyde

Diphenyl
PllenOI

None

拐

ク
妨

ク
招

ク
ク

ク

ク
ク
ク

ク

ク

ク
ク

ク

ク
ク

%0

4

0

1

3

7

2

6

4

8

1

4

8

5

2

6

3

2

2

4
.
3
.
3
.
3
.
4
.
6
.
8
.
6
.
6
.
3
.
10
.
は

a

5
.
EJ
7

!3
5
.
1

1

0

9

1

1

8

E3
16

21

16

16

11

お

31
.
18

18
.
20

21

㌘

15

2

/♂〟/1

5

3

9

6

3

7

8

2

0

1

3

9

6

1

7

5

ュ

9

I+I"ToluenesulEonicacid-
1%

ク
ク

ク

ク
ク
ク

ク
ク
ク
ク
ク

､
ク
ク

%0

5

9

5

8

5

2

6

3

9

4

4

2

2

17
.
9
.
ll.
11
.
8

お

11
.
紘
.m

12
.
9
.
ll
.
11
.
臥

%8

4

0

9
'2

2

8

1

5

5

2

3

7

9

4
.
3
.
4.
3
.
3
.
0
.
3
.
5
.
3
.
4
.
3
.
4.
3
.
a

1

1
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Tablell. Effectofmixingorderofmethylparathionandstat)ilizerI.

Carrier:TalcC.

Stabil王2:er I I II

1week 2weeks 11week 2weeks 11week 2weeks

7.2%

7.9

4.6㌧

4.4

3.3

5.3

10.6

10.7

8.5

5.9■

Caprylicacid

ク
Dietbylmaleate

ク
TriphenylpllOSpllate･

p-Toluenesulfonicacid

Dipllenyl

PfOpyleneglycol

//

CetylalcollOI

None､

//

㍑

ク
ク

ク
ク
ク

ク

ク
ク

ク

2

2

2

7

4

6

9

2

9

4

7

2

7

7

4

3

4

5

8

3
.1

8

1

2

､
l

1

1

1

%9

7

9

7

0

0

0

2

3

3

5

6

a

ej
1
.
L

a

3
.
5
.
4
.
4
.
4
.
乙

7

%3

4

3

3

1

7

8

4

8

4

8

3

9

8

.4

.4

4

5

9

3

3

0

2

2

1

1

1

1

1

%5

3

9

8

1

3

0

5

1

1

4

8

3

3

1

1

2

3

6

4

5

5

8

8

%8

4

1

1

1

9

9

7

6

4

3

3

2

2

2

2

5

2

2

2

Mixingorder:

Ⅰ･ Carr王ersmiⅩedwithstabilizerswerestored1dayatroomtemperature,andthenme.thyl

parathiondustswet.eformulated･ ､
ⅠⅠ. Stabilizersandmethylparathionwereformulatedtothedustsatthesametime.

ⅠⅠⅠ･ Methylparath王on dusts formulated withoutstabi一izers were stored1day at モoom
temperature,andthenstabilizerswereadded. 1

Tab一ell. Effectofm王Ⅹingorderofm.ethylparathionandstabilizerII.

Carrier:AcidclayA.

stabilizer I L E II
lweek 2weeks 11week 2weeks 1week 2weeks

Caprylicacid

Z>-Toluenesulfonicacid

Tfiphenylphosphate

Diethylmaleate

Dipllenylphthalate

〟-Butano1

0ctylalcohol

PfopyleneglycoI

Na･Benzenesulfonate

PllenOI

None

妨

ク

ク

ク
ク
ク
ク

ク
ク
ク

%7

1
､8

8

4

6

6

.4一
6

8

0

10
.
7
.
ll
.
16
.
1
'
1
'
13
.
1
'
1
'
13
.
礼

%

･

7

2

9

9

2

7

0

8

0

5

0

2

2

4

5

6

7

7

5

4

4

9

%1

1

8

4

2

7

3

6

3

6

8

9
.
7

5
_17

14

18

㍑

15

9

11

2

%3

9

0

0

8

7

3

8

7

1

6

2

1

4

5

d
一
6

4

4

3

3

7

tp15

9

6

0

T
l
5

8

3

7

2

2

2

1

3

4

4

6

3

4

2

3

6

9.5%

6.9

10.5

16.9

13.7

18.6

12.1

15.4

8.4

12.5

17.0

Mixingorder:

Ⅰ. CarriersmixedwithstabilzerSWereStored 1dayatroom temperature,andthenmethyl
pathiondllStSWereformulated.

ⅠⅠ. Stabilizersandmetllylparatllionwereformlllatedtoth edustatthesam time.

ⅠⅠⅠ. Methylparathion dusts formulatedwithoutstabilizers were stored 1 day at room
temperature.andthenstabi一izerswereadded.
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Tab一ell. Effectofmixingorderofmethylparathionandstabili2:erIII.

AcidclayA

1 I II
lweek Zweeksl1week 2weekS

i I II
lweek 2weeksl】week 2weeJSP

Stabilizer

Caprylicacid 2,0.I

p-Tohenesulfonicacid ク
Triphenylphosphate //
Diethylmaleate ク
Propyleneglycol ク
Cetylalcol101 ク

Dipllenyl ク
None

3.1/Q./ 7.6/QQ/

4.2 5.8

2.3･ 4.8

1.6 3.1

4.5 13.1

4.9 8.9

5.3 9.2

7.0 11.1

3.2% 8.0%

3.1 5.5

1.5 2.9

1.2 2.8

3.2 11.6

2.8 7.3

4.9 8.5

7.2 11.5

4.1% ll.6%

4.0 9.8

5.5

8.8 21.6

7.5 20.2

12.0 27.2

12.4･ 29.0

ll.3 22.2

4.3% 12.5%

3.9 9.6

4.1 10.9

7.6 19.6

8.2 20.7

10.0 25.5

12.9 28.8

10.4 23.3

Acidc一ayA
Stabilizer I 1 III

lweek 2weeks11Week Zweeks
i I III

lweek 2weeksIIweek 2weeks

Caprylicacid 2%

p-TolueneSulfonicacid- ク

TripbenylpI10SpIlate ク
Diethylmaleate ク
PfOPyleneglycol ク

Cetylalcohol //
Dipllenyl ク
None

3.9% 10.2%

3.5 5.4

1.6 3.2

1.4 .3.4

3.6 10.6

2.9 6.5

4.7 9.1

5.7 10.5

%8

5

9

0

9

9

5

2

9

5

2

d
一
0

6

7

0

1

1

%5

9

3

7

8

2

5

0

3

2

1

1

3

3

3

6

%3

2

0

8

8

2

6

｢
l

10

7

10

16

17

旭

が

訪

%5

8

6

8

7

0

2

0

2

2

3

5

6

7

1

1

1

1

%0

2

6

4

5

5

6

2

13
.
8

10

19

19

19

26

訂

%6

6

8

3

2

9

9

9

4

3

3

7

8

7

1

1

1

1

Mikingorder:
Ⅰ. Stabilizersandmethylparathionwereformulatedtotlledustsatthesametime･
ⅠⅠ. Carriersmixedwith stabilizeTrswerestored1dayat50oC, andthenmethylparathion
･dustswereformulated.

1ⅠⅠ. CarriersmiⅩedwith stabilizerswerestored4daysat50oC, andthenmethylparathlon
dustSWereformulated.

. Table12. Decompositionofmethylparathionindustformulationcontaining
stab王Iizer,after2monthesstorageat30oC.

Stabili2:er ･alcv TalcJ ClayN ClayH C-ayS cFacyidA cFacyidB DiatomiteB

Caprylicacid 0.5%

ク 1%

ク 2%

Caprylic0.5%+Diphenyl
Q･5%

ク 1%+ ク ユ%

Triphenylphosphate2%

Diethylmaleate 2%

TriphenylpllOSPhate1%
+Diphenyl1,%

Triphenylphosphatel%
+Diethylmaleate1%

クーToluenes止lfonicacid
2%

None

1.8% 1.7%

1.3 1.5

2.8 2.4

1.3 1.2

0.8 1.0

2.9 3.2

1.9 2.6

3.5 3.8

2.0 1.8･

4.1 5.3

6.6 7.8

1.8% 1.0% 1.5% 5.8% _2.4% 6.5%

3.0 0.8 3.2 3.8 1.7 4.9

3.4 0.7 3.2 2.5 1.8 3.61
2.0 0.8 1.4 5.9 3.9 6.0

2.7 0.7 2.5 3.0 3.5 3.5

1.1 0.9 0.8 3.3 2.7 6.1

1.1 0.6 0.9 5.7 3.9 4.3

1.7 1.0 1.2 4.3 3.7 6.7

1.1 0.6 0.5 4.1 2.8 4.9

1･2 1･8 0･6 2･7 2･2 31I

3.5 2.6 2.9ー 10.0 3.4 9.9
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Summ_dry

Inthepreviouspaper,wereportedthatsome

organiccompounds,e.g.fattyacid, benzene

sulfonic acid and triphenylphoSPhat; etc.,

inhibitedthede-compositionofmethylparathion

inthedustformulation.TheseSubstancesmay

beusedasthestabilizersfor.methylparathion
dustfomulat王on.

Inthiswork,theamountofthestabili2:er,

theapplication oftwokindsofstabilizersin

combination andthemixingorderofmethyl

parathionandthestabili2:erwith thecarrier

werestudied.

Tlle decomposition of methyl paratihon

decreasedinproportiontotheincreaseofthe

amountoffattyacidused, andthemaximum

inhibitionoccuredwhen0.04molperkilogram

ofthecarrierwasused. ThellSeOftoomuch

amountoftheaciddecreased thestabil王zing

第 24 巻-Ⅳ

effect, astheacidcatalizedtheisomerization

･ofmethylpafatIlion tolessstable S一metllyl

isomer･ In the _case ofthe esterusedas

stabilizer,the maximum didnotoccur and

whengood enough amountoftheester.wAs

used,thedecomposition ofmethylparathion

wasinhibitedalmostperfectly.Theuseoftwo

kindsofstabili2:erSincombinationorthechange

ofthemiⅩingorderofmethylparathionand

thestabilizerwith thecarrierdidnotrisethe

stabilizingeffect.

Theseresultsofexperimentsconcerningstab-

ili2;erS may affirm the conc一usion of the

other reports of ours, thatisj the main

mechanism ofthe decomposition ofmetllyl

parathion in dustformulation mlay be､the

hydrolySis&ith thebases (solubleandwlid)

onthesurfaceoftheLcarrier.

Inpracticaluse,it may be moststdtable

thatfattyacids(1-2%)oresters･arellSedas

stabilizers.

EffectofAdditives?A Decoml)OSition of'AIC一hylParathion･IChemicalSt-ユdies on

OrganophosphorusInsecticides.XIIIIchir6MtJTA,Shink5GoT6,andRokur6SAT8(AgTicul-

turalChemicalsInspectionStation,MinistryofAgticultureandForestry,Kodairamachi,

Tokyo)ReceivedOct.29,1959BotyuKagaku24,216,1959(withEnglishresume,220).

41. AIethylpamthionの分解に及ぼす添加物の影響 (有梯燐殺虫剤の化学的研究 第13報)

牟田一郎,後藤真康,佐藤六郎 (農林省農薬検査所)34.10.29受理

Methylparathion乳剤および珪石粉剤について水分,金屑,金属塩などの添加による彫撃を検討

した結果,乳剤では水分が methylparathion の分解を促進するが金属塩 (濃度 5mMol),酸坪

水物による影響はほとんど認められなかった. 珪石粉剤では添加物の酸化力, 還元力, 垢基性が

methylparathion の分解に関与する.金属銅,

うばい,同時に酸累を与えて methylparathion

前報1一!･･1)において醇加物の静皆について研究を行い,

脂肪酸,エステ_'し,≠ルコールなどの分解防止作用と

その機構,水銀化合物の分解促進作用とその機構につ

いて報告したが,met王lylpaTatllionの分解要因とし

て水分,金属,金属塩などの影響を検討した結果,こ

れら添加物の methylparatllion に対する分解力は

化合物の酸化九 還元九 塩基性に基因す~ることを見

出したのでこれを報告す.る4)･

実 験 一法

乳剤の場合は乳化剤 (polyoxyethyleneクーphenyl

phenolether) を用いて methylparathion 45%

216

金屑水銀g)場合は methylparathionの硫黄を

を敢化的に分解するものと考えられる.

の乳剤をつくり,とれモこ添加物を加えて搭解させた.

珪石粉剤をつくり,これに一定量の添加物と珪石粉を

加え,こ乳鉢で混合して methylpa;athion 1.5%,

添加物1年の粉剤とした.試料はいずれも三角フラス

コに入れそ密栓し,500の恒温群中に保存して-定期

聞役に PNP法によりpethylparathionの含量を

定量して分解率を算出した.

実験結果および考蕪

t.粉剤に糾する添加試験

水分は第1表に示す如く添加塁がー0-号% の問で埠


